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「こんなにも、北方領土に関心を持っている人がいるんだ！」 

私は昨年のスピーチ大会で全国各地から集まった仲間の、北方領土に関する熱い主張を聞く機会

を得た。日常生活では、北方領土問題に関心を持っている人と知り合う機会はほとんどない。しか

し、こうやって全国各地から来た同じように北方領土問題を自分ごととして捉え危機感を抱いてい

る仲間の主張を聞いた。会場では、根室高校 北方領土根室研究会の生徒達の活動発表を聞き、多

くの知識を得ることができた。彼らは本州にも出向き、出前授業で北方領土問題を一般の方や同年

代に伝える活動をしている。 

 熱い情熱と関心を持った仲間がいることを知り、つながることができた。そういう意味では、昨

年の大会は私にはとても大きな転機となった。 

 私は、小学生時代に家族で北方領土を見に行ってから北方領土問題に高い関心を持っている。領

土問題は遠い世界の話だと思っていたけれど、私が住む北海道で現実に起きていることだと知り、

とても驚いた。それよりも驚いたのは、北海道の人はほとんど無関心なことだった。日本の領土で

あるのはもちろん、北海道の一部であるのにそこに住む北海道民が無関心であるのはとても悲しい

現実だった。友人の中には、北方領土がどこにあるのかわからない人もいた。 

 ところが、スピーチコンテストの時の根室高校の発表で同じ北海道に住む学生が北方領土問題の

発信に取り組んでいることを知った。また、根室高校では北方領土出身のロシア人が一緒に学んで

いるという。そこに希望の光を見つけた。 

 姉が昨年１月に出場した北方領土を考える高校生弁論大会では、元島民の佐々木さんとその甥っ

子さんのお話を聞くことが出来たそうだ。佐々木さんが島から追い出されて命がけで逃げ出したシ

ーンの話は涙なくして聞けないほど悲惨な話だったという。スピーチ大会でも元島民の話を聞いた

人達が心を痛めたという話をしていた。 

 私も一度元島民の話を聞きたいと思いご相談したところ、根室高校の顧問の先生がビデオを送っ

て下さった。おかげで、私は元島民の得能さんの話を聞くことができたのだ。私たちが忘れてはい

けない、北海道で起こった悲惨な現実だ。元島民の思いは、私たちがつないでいかなくてはならな

い。 

 私１人で北方領土問題を学び、ひろめていくのは限界がある。しかし、こうやって少しでも関心

のある人達とつながっていくことで大きな波になるのではないかと期待している。根室で学んでい

る北方領土出身のロシア人やその友人たちも巻き込んで、若いロシア人達ともこの問題を一緒に考

えられたら良いと思う。 

 私と姉は、北方領土サポーターに登録した。これは、北方領土問題への興味や関心を持ち、北方

領土返還要求運動に積極的に取り組む意欲のある北海道内の生徒・学生を「北方領土サポーター」

として登録し、活躍の場を提供するものだ。定期的に、北方領土問題に関する活動への参加の呼び

かけがメールで送られてくる。 

 今までは地方に住んでいたので参加できなかったが、札幌に引っ越してきたので、今後は北方領

土に関する活動に参加していきたいと思っている。まずは知ること、そして仲間とつながること。

そうすることで、少しずつ北方領土問題は解決していくのではないかと私は強い希望を持っている。

知ること、そしてつながることで未来が変わることを信じて。 


